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（別紙1血2）  

農作物  
最大残留量（ppm）  

lフ土ンチオン（全酸化代謝物を含む）】  

1回  

やまのいも －  ロ   劇場Aニく0．028（1回、36日）（＃）  
（塊茎）  5％粒剤   9kg／10a散布   1回 2回  

立回   圃場A：く0．028（3回、36日）（＃）   

やまのいも   2   5％粒剤   
29，堕日  囲場Åこく0．01  

（塊茎）  9kg／10a 散布  呈回            30，坐日  画境B：く0．01   
28，84日  風場九二く0－015（1回、28日）（♯）  

かんしよ   2   5乳拉剤   
鴎沼側㍉紡好  1回           44，92日  圃場B：く0．015（1回、44日）（＃）  

（塊根）  9kg／10a 散布又は土壌  1回 28．84，97日  風韻A：0．016（1回、28日）  

混和  44．92日  圃場B：く0．015（1回、44日）   

かんしょ   2  ∵叫   
圃場A：くQ．01（削  

（塊根）  
4kgノ10a 散布  2回  30日          圃場B二く0．01（＃）   

かんしよ   2   5％拉剤  9kg／10a生育期作条施  用覆土  呈回 圃場ヰニく0＿01  

（塊根）  旦9日          蘭揚B：（0．01   
鋤  116，213日  圃場A二く0．002（MPPのみ）くZ匝l、213日）（射  

50％乳剤  9kg／10a土混和 500借ノ許有ノ♂♂耽／りぬ  2回           231，421日  

さとうきび   2  2（札297日   

（茎）  

坤折傲 土壌混和   
5％拉剤  

329，519日  

1回  

9kg／10a 土壌混和  329．519日  風格B二く0．022（1回、329日）   

500借厨番■ZOOL／10a  2回  9D，lDO日  圃場A＝く0．014（2匝Ⅰ、100日）（出  
50％乳剤  

圃場B二0．819（2回、100日）（削  

さとうきび   2  圃場A：く0．014（2回、100日）（＃）  

（茎）  
500信士壌確注2L／mZ  2回   9¢Jク♂β  圃場B：0．052（2回、100日）（縛）  

5諷拉剤  9kg／10a 土壌混和  2回  9玖ノ0♂β   
圃場A：く0．D14（2匡】、100日）（＃）  

圃場B：く0．014（2回、100日）（蝉）   

フェンチオン作物残留試験～覧表   

農作物  
長大ノ伐留t（p抑）  

使用量・使用方法  lフスンチオン（全酸化代削物を含む）1  

ネクタリン  
（果実）  ロ   l1333倍希釈（75恥1／100L）・75ml／ha   亘回   0、1．呈，4，7  圃揚A：0．6  

，8（＃）   

55〈）g／L乳剤  1333倍希釈（751刀1／100L）・75机1／ha   ．33  

β甜隠者厨〟∫伽Iノ／1㈲エノ・150ml／h8  0．呈．7．14               ．5g（＃）  
旦回                     100g几乳剤  2占クぼ肴牙 存〃伽んウβ此ノ ・4001れ1／ha  ．50（＃）  

ノg尻餅者野付♂（ねノ／ウ♂（鑑ノ・80（）ふ1／ha  郵鋸  ．ろl（片）   

圃場A  ．3（5回．4日）  

550g／L乳剤  1333借希釈（751■1／10DL）・75ml／ha  皇回  0．1，3，4．7         醐宥1紆〟助ノ／ンα払ノ・150ml／ha  圃場▲  ．8（＃）   

かき （果実）  ロ  550gノL乳剤   1333倍希釈（75ml／100L）  圃場A  ．36  

∂β∂膠着訝〃∫ぬノ／〃仇光ノ  ま回  0、1、3，5．ヱ．14  劇場〈  ．13（＃）   

キウイフルーツ （果実）  ■  550月／L乳剤  1333借希釈（75ml／100L）   
∂6古7宮磨厭〃5伽J〃0乱ノ  4回  0．1．3．5．ヱ．14  圃場A  ．5l  圃場A  ．Z9（灯）   

凰横A  01  

アボカド （果実）  ロ  550g／L乳剤  1333倍希釈（75t乃1／100L）  4回  0，1．3，5，乙14         俄脂郵貯出払∽血ノ  圃場A  ．01ほ）   

マ′／ゴー （果実）  ■  550g／L乳剤  1333暗希釈（751山／100L）   
露∂脚〃5伽ノ／相αノ  皇国  0．l．3．5▲三  圃場A  ．30  

′53 拍）   

カス≠トトてッ7■ル （果実）  ロ  550g／L乳剤   1333偉希釈（75tnl／100L）   ．ユ5  

星回  0．l．3，5．ヱ．14         β甜ノ傍粛界〟肋ノ／ウ仇社ノ  圃場A：0＿23（削   

（住l）最大班留皿∵当報朋屈の申珊の陥園内で最も多療に刑、、かつ最終使用から収和までの期間を撤短とした場合の作物性能試牧 h、わゆる最大駐用条件‾Fの作物伐留   
飢敦〉 を複数の抑揚で実猫し、そ九ぞ九の試験から得ちれた燻伊／点… r蓼考：平成10年8月7帥r r残留農薬港準没動こおける熱帯諦僻の個儒化に係る意見鋸Iり）  

ー 
．∴ミーニ 
博一2）用）印で示した作物残姐試験成榔ま、耶鎖の範臨内で紙製が閂わ心ていない卜なお、適期範肪内でI土ない試験条件を斜体で示した。  

（注1）最大残留丑・当接農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最萄とした場合の作物残留試倭（いわゆる  
長大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で芙施し、それぞれの試験から得られた残留暮。（参考：平成10年8月7日付「残留農薬基準設  
定における暴露評価の精密化に係る意見具申j）   
表中、最大使用粂件下の作物枚留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期  

間が最短の場合にのみ最大残留量が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留tが得られた場合は、その使用回数及び経過日数に  
ついて（）内に記載した 
， （注2）（＃）印で示した作物規留試験成練は、申請の範蘭内で試験が行われていない。なお、適用範囲内ではない試験粂件を斜体で示した．  
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フェンチオン  農薬名   農薬名  フェンチオン  （別紙2）  

そわ他のなす科野菜  

参考基準値   
基準値  外国   

農産物名  案   
PPm  PPm  pPm   ppm  Ppm   

牛の筋肉  
豚の筋肉  
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉  
牛の脂肪  
豚の脂肪  
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 
牛の肝臓  
豚の肝臓  
その他甲陸棲哺乳類に属する動物？）肝臓  
牛の腎臓  
豚の腎臓  
その他の陸棲哺乳粗に属する動物の腎臓 
牛の食用部分  
豚の食用部分  
その他の陸棲哺乳矧こ属する動物の食用部分  
乳  
鶏の筋肉 
その他の家きんの筋肉  
鶏の脂肪  
その他の家きんの脂肪  
鶏の肝臓 
その他の家きんの肝臓  
鶏の腎臓  
その他の家きんの．腎臓  
鶏の食用部分  
その他の家きんの食用部分  
鶏の卵  
その他の家きんの卵  

魚介類   0，08   推こ0．071   

食用オリーブ油（バージンオイルに限る。）   P      口  
平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（＄）これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。  
（＃）これらの作物裸留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
本基準（暫定基準以外の基準）を見直す基準値案については、太枠線で囲んで示した。  
「作物残留試願」欄に「推」の記載のあるものは、推定残留量であることを示している。  
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(男1紙 3) (参考 )

平成 17年 11月 29日

平成 20年 12月  5日
平成 21年  1月 20日

平成 22年  4月  8日

平成 22年 12月 17日

平成 22年 12月 24日

これまでの経緯

残留農薬基準告示

農林水産省より厚生労働省へ基準設定依頼 (魚介類)

厚生労働大臣から食昴安全委員会委員長あてに残留基準設定ヤ|
係る食品健康影響評価にういて要請

食品安全委員会委員長か ら厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知              .
薬事 。食品衛生審議会へ諮問

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品音

`会

TMOI:理論最大 1日 摂取量 (TheOretical Maximum Oaily lntake〉

EDI:推 定 1日 摂取量 (Cstimated Daily lntake)

● ;個 別1の 作物残留試験がないことから、晏露評価を行 うにあたり基準値 (案 )の 数値を用いた。

高齢者及び妊婦 については水産物の摂取量データがないため、国民平均の掻取量を参考とした。

魚介類については、EDI試 算では、水中の農薬流度は内水面とそれ以外で約 5倍もしくはそれ以上の差がある状況を考慮した値を暴露評価に用いた。

● 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会

[委員]  ‐

青木 宙    東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教授

生方 公子   北里大学北里生命科学研究所病原微生物分子疫学研究室教授

○大野 泰雄   国立医薬品食品衛生研究所副所長

尾崎 博    東京大学大学院農学生命科学研究科教授

‐加藤 保博   財団法人残留農薬研究所理事

斉藤 貢一   星薬科大学薬品分析化学教室准教授

佐藤 清    財団法人残留農薬研究所理事・化学部長

佐々木 久美子 元国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長

志賀 正和   元農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害防除部長

豊田 正武   実践女子大学生活科学部食生活科学科教授

永山 敏廣   東京都健康安全研究センター医薬品部長

松田 りえ子  国立医薬品食品衛生研究所食品部長

山内 明子   日本生活協同組合連合会執行役員組織推進本部長

山添 康    東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授

吉池 信男   青森県立保健大学健康科学部栄養学科教授

由田 克士   大阪市立大学大学院生活科学研究科教授

鰐渕 英機   大阪市立大学本学院医学研究科都市環境病理学教授

(○ :部会長)
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答申（案）   

フェンチオン  

残留基準値  
食品名  

Dロm   

米  0．3   
大豆   0．05   
／J、豆類   0；1   
汚れいしよ   0．05   
かんしよ   0．1   
やまいも  0．2   
き言うきび   0．3   
なっみかんの果実全体   2   

レモン   2   

オレンジ（ネーブルオレンジを含む） 2   

グレープフルーツ   2   

ライム   2   

その他のかんきつ類果実餌）   2   

ネクタリン   
すもも（プルーンを含む）   

おうとう（チェリーを含む）   2   

旦、き   
キウイー   5   

アボカド   0．05   
マンコー   0．7   
その他の果東庄訂u一【－〟「「‾血‾  匹   
魚介類   0．08′   
食 オリーブ油（バージンオイルに限る【 

今回基準値を設定するフェンチオンとは、全  
P＝S体【フェンチオン、代謝物B（フェンチオ  
ンスルホキシド）及び代謝物C（フェンチオン  
スルホン）の和】をフェンチオンに換算したも  
の並びに全P＝0体【代謝物D（フェンチオン  
オキノン）、代謝物E（フェンチオンオキソンス  
ルホキシド）及び代謝物F（フェンチオンオキ  
ソンスルホン）の和】をフェンチオンに換算し  
たものの和をいう。  

注1）「その他のかんきつ類果実」と  
は、かんきつ類果実のうち、みかん、な  
つみかん、なっみかんの外果皮、なつみ  
かんの果実全体、レモン、オレンジ、グ  
レープフルーツ、ライム及びスパイス以  
外のものをいう。  

注2）「その他の果実」とは、果実のう  
ち、かんきつ類果実、りんご、日本な  
し、西洋なし、マルメロ、びわ、もも、  
ネクタリン、‘ぁんず、すもも、うめ、お  
うとう、べリー類果実、ぶどう、かき、  
バナナ、キウイー、パパイヤ、アボカ  
ド、パイナップル、グアバ、マンゴー、  
パッションフルーツ、なっめやし及びス  
パイス以外のものをいう。   
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